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(57)【要約】
【課題】本発明は、薄型軽量、光透過率が高く、且つ表
示効果が良いタッチ液晶表示装置及びその駆動方法を提
供する。
【解決手段】本発明に係るタッチ液晶表示装置は、複数
の画素ユニットを備え、前記画素ユニットは、センサー
電極と、第一ゲートラインと、第二ゲートラインと、ソ
ースラインと、タッチラインと、第一トランジスターと
、第二トランジスターと、圧力制御スイッチング素子と
、を備え、前記第一トランジスターは、画面表示に用い
られ、前記第二トランジスターは、ソース電極と、ゲー
ト電極及びドレイン電極を備え、前記ゲート電極は、前
記第一ゲートラインに接続され、前記ドレイン電極は、
前記タッチラインに接続され、前記圧力制御スイッチン
グ素子は、外部圧力の作用によって前記ソース電極と前
記センサー電極を電気接続させる。
【選択図】図４
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　互いに対向配置された第一基板及び第二基板と、前記第一基板と第二基板の間に配置さ
れた液晶層と、を備えるタッチ液晶表示装置であって、
　前記第一基板の前記液晶層側には、互いに平行し且つ間隔を有する複数のゲートライン
と、互いに平行し且つ間隔を有する複数のソースラインと、互いに平行し且つ間隔を有す
る複数のタッチラインとが配置され、
　前記ソースラインと前記タッチラインが互いに平行し、前記複数のゲートラインと複数
のソースラインが互いに直交して、複数の画素ユニットを定義し、
　各々の画素ユニットに、第一トランジスター及び第二トランジスターが配置され、
　前記第一トランジスターは、画面表示に用いられ、
　前記第二トランジスターは、ソース電極と、前記画素ユニットの何れか１つのゲートラ
インに接続されたゲート電極と、前記タッチラインに接続されたドレイン電極と、を備え
、
　前記第二基板の前記液晶層側には、共通電極が配置され、
　前記共通電極は、前記第二トランジスターのソース電極と距離を保持しているが、外部
圧力の作用によって前記第二トランジスターのソース電極に電気接続することを特徴とす
るタッチ液晶表示装置。
【請求項２】
　前記画素ユニットは、画素電極を更に備え、
　前記第一トランジスターは、前記画素ユニットの１つのゲートラインに接続されたゲー
ト電極と、前記ソースラインに接続されたソース電極と、前記画素電極に接続されたドレ
イン電極と、を備え、
　且つ前記第一トランジスターのゲート電極及び前記第二トランジスターのゲート電極は
、同じゲートラインに接続することを特徴とする請求項１に記載のタッチ液晶表示装置。
【請求項３】
　前記画素ユニットは、画素電極を更に備え、
　前記第一トランジスターは、前記画素ユニットの１つのゲートラインに接続されたゲー
ト電極と、前記ソースラインに接続されたソース電極と、前記画素電極に接続されたドレ
イン電極と、を備え、
　且つ前記第一トランジスターのゲート電極及び前記第二トランジスターのゲート電極は
、異なるゲートラインに接続することを特徴とする請求項１に記載のタッチ液晶表示装置
。
【請求項４】
　前記画素ユニットは、接触電極を更に備え、前記接触電極は、第二トランジスターのソ
ース電極に電気接続し、外部圧力の作用によって、前記共通電極は、前記接触電極を通じ
て前記第二トランジスターのソース電極に電気接続することを特徴とする請求項１に記載
のタッチ液晶表示装置。
【請求項５】
　複数の画素ユニットを備えるタッチ液晶表示装置であって、
　前記画素ユニットは、センサー電極と、互いに平行し且つ間隔を有する第一ゲートライ
ン及び第二ゲートラインと、互いに平行し且つ間隔を有し、且つ前記ゲートラインに垂直
なソースライン及びタッチラインと、分離して配置された第一トランジスター及び第二ト
ランジスターと、圧力制御スイッチング素子と、を備え、
　前記第一トランジスターは、画面表示に用いられ、前記第二トランジスターは、ソース
電極と、ゲート電極及びドレイン電極を備え、
　前記ゲート電極は、前記第一ゲートライン及び第二ゲートラインの何れか１つのゲート
ラインに接続され、
　前記ドレイン電極は、前記タッチラインに接続され、
　前記圧力制御スイッチング素子は、それぞれ前記ソース電極と前記センサー電極に接続
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され、且つ外部圧力の作用によって前記ソース電極と前記センサー電極を電気接続させる
ことを特徴とするタッチ液晶表示装置。
【請求項６】
　　互いに対向配置された第一基板及び第二基板と、前記第一基板と第二基板の間に配置
された液晶層と、を更に備え、
　前記第一ゲートラインと、第二ゲートラインと、ソースラインと、タッチラインと、第
一トランジスターと、第二トランジスターとは、前記第一基板の前記液晶層側に配置され
、
　前記圧力制御スイッチング素子は、前記第二トランジスターに対応した位置に配置し、
　前記センサー電極は、前記第二基板の前記液晶層側に配置してあることを特徴とする請
求項５に記載のタッチ液晶表示装置。
【請求項７】
　前記画素ユニットは、画素電極を更に備え、
　前記第一トランジスターは、ソース電極と、ゲート電極及びドレイン電極を備え、
　前記ゲート電極は、前記第一ゲートラインに接続され、
　前記ソース電極は、前記ソースラインに接続され、
　前記ドレイン電極は、前記画素電極に接続され、
　且つ前記第二トランジスターのゲート電極は、前記第一ゲートラインに接続されること
を特徴とする請求項６に記載のタッチ液晶表示装置。
【請求項８】
　前記画素ユニットは、画素電極を更に備え、
　前記第一トランジスターは、ソース電極と、ゲート電極及びドレイン電極を備え、
　前記ゲート電極は、前記第一ゲートラインに接続され、
　前記ソース電極は、前記ソースラインに接続され、
　前記ドレイン電極は、前記画素電極に接続され、
　且つ前記第二トランジスターのゲート電極は、前記第二ゲートラインに接続されること
を特徴とする請求項６に記載のタッチ液晶表示装置。
【請求項９】
　複数の画素ユニットを備え、
　画素ユニットは、共通電極と、互いに平行し且つ間隔を有する第一ゲートライン及び第
二ゲートラインと、互いに平行し且つ間隔を有し、且つ前記ゲートラインに垂直なソース
ライン及びタッチラインと、分離して配置された第一トランジスター及び第二トランジス
ターと、接触電極と、画素電極と、を備え、
　前記第一トランジスターのゲート電極は、前記第一ゲートラインに接続され、
　前記第一トランジスターのソース電極は、前記ソースラインに接続され、
　前記第一トランジスターのドレイン電極は、前記画素電極に接続され、
　前記第二トランジスターのゲート電極は、前記第一ゲートライン及び第二ゲートライン
の何れか１つのゲートラインに接続され、
　前記第二トランジスターのドレイン電極は、前記タッチラインに接続され、
　前記第二トランジスターのソース電極は、前記接触電極に接続され、
　前記共通電極と前記接触電極は、互いに対向して配置し、且つ外部圧力の作用で互いに
電気接続させるタッチ液晶表示装置の駆動方法において、
　前記第一ゲートラインは走査されて、前記第一トランジスターと第二トランジスターは
オンされ、
　前記タッチラインは走査されて、タッチ信号を読み取り、
　前記タッチ信号の有効性を判断し、
　タッチ位置の座標を分析確定することを特徴とするタッチ液晶表示装置の駆動方法。
【請求項１０】
　複数の画素ユニットを備え、
　画素ユニットは、共通電極と、互いに平行し且つ間隔を有する第一ゲートライン及び第
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二ゲートラインと、互いに平行し且つ間隔を有し、且つ前記ゲートラインに垂直なソース
ライン及びタッチラインと、分離して配置された第一トランジスター及び第二トランジス
ターと、接触電極と、画素電極と、を備え、
　前記第一トランジスターのゲート電極は、前記第一ゲートラインに接続され、
　前記第一トランジスターのソース電極は、前記ソースラインに接続され、
　前記第一トランジスターのドレイン電極は、前記画素電極に接続され、
　前記第二トランジスターのゲート電極は、前記第一ゲートライン及び第二ゲートライン
の何れか１つのゲートラインに接続され、
　前記第二トランジスターのドレイン電極は、前記タッチラインに接続され、
　前記第二トランジスターのソース電極は、前記接触電極に接続され、
　前記共通電極と前記接触電極は、互いに対向して配置し、且つ外部圧力の作用で互いに
電気接続させるタッチ液晶表示装置の駆動方法において、
　前記第一ゲートラインと前記第二ゲートラインは順番に走査されて、前記第一トランジ
スターと第二トランジスターはそれぞれにオンされ、
　前記タッチラインは走査されて、タッチ信号を読み取り、
　前記タッチ信号の有効性を判断し、
　タッチ位置の座標を分析確定することを特徴とするタッチ液晶表示装置の駆動方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、タッチ液晶表示装置及びその駆動方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　近来、操作がヒューマニゼーション、簡単化の方向に発展することに従って、タッチ液
晶表示装置は、生産と生活に広く用いられる。ユーザがフィンガー又はタッチペンで前記
タッチ液晶表示装置をタッチして信号を入力するため、マウス、キーボード、リモコン装
置等のような他の入力設備を省略することができ、ユーザが便利に操作することができる
。
【０００３】
　従来のタッチ液晶表示装置は、液晶表示装置の表示面側にタッチパネルを積み重ね、且
つ前記液晶表示装置とタッチパネルは、フレキシブル回路基板を介して電気的に接続され
て、タッチ機能を実現する。前記タッチパネルは、一般的に矩形透明板であり、抵抗型、
容量型、音波型、赤外線型等のいろいろな類型を含む。
【０００４】
　しかし、上述のような積み重ね構造において、前記液晶表示装置と前記タッチパネルを
別々に製造してから、接着層によって相互に結合して前記タッチ液晶表示装置を形成する
ため、前記タッチパネル及び前記接着層が前記タッチ液晶表示装置の厚さ及び重量を増加
させる。なお、前記タッチパネルと前記接着層は、光線に対して吸収、屈折、反射などの
光学作用を有するので、前記タッチ液晶表示装置の光透過率を下げ、且つ光学干渉現象が
発生し易く、従って表示画面が変形されるか又は変色され、表示効果が悪い。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　本発明の第一の目的は、前記課題を解決し、薄型軽量、光透過率が高く、且つ表示効果
が良いタッチ液晶表示装置を提供することである。
【０００６】
　本発明の第二の目的は、前記液晶表示装置の駆動方法を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　前記目的を達成するため、本発明は、互いに対向配置された第一基板及び第二基板と、
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前記第一基板と第二基板の間に配置された液晶層と、を備えるタッチ液晶表示装置であっ
て、前記第一基板の前記液晶層側には、互いに平行し且つ間隔を有する複数のゲートライ
ンと、互いに平行し且つ間隔を有する複数のソースラインと、互いに平行し且つ間隔を有
する複数のタッチラインとが配置され、前記ソースラインと前記タッチラインが互いに平
行し、前記複数のゲートラインと複数のソースラインが互いに直交して、複数の画素ユニ
ットを定義し、各々の画素ユニットに、第一トランジスター及び第二トランジスターが配
置され、前記第一トランジスターは、画面表示に用いられ、前記第二トランジスターは、
ソース電極と、前記画素ユニットの何れか１つのゲートラインに接続されたゲート電極と
、前記タッチラインに接続されたドレイン電極と、を備え、前記第二基板の前記液晶層側
には、共通電極が配置され、前記共通電極は、前記第二トランジスターのソース電極と距
離を保持しているが、外部圧力の作用によって前記第二トランジスターのソース電極に電
気接続することを特徴とするタッチ液晶表示装置を提供する。
【０００８】
　前記目的を達成するため、本発明は、複数の画素ユニットを備えるタッチ液晶表示装置
であって、前記画素ユニットは、センサー電極と、互いに平行し且つ間隔を有する第一ゲ
ートライン及び第二ゲートラインと、互いに平行し且つ間隔を有し、且つ前記ゲートライ
ンに垂直するソースライン及びタッチラインと、分離して配置された第一トランジスター
及び第二トランジスターと、圧力制御スイッチング素子と、を備え、前記第一トランジス
ターは、画面表示に用いられ、前記第二トランジスターは、ソース電極と、ゲート電極及
びドレイン電極を備え、前記ゲート電極は、前記第一ゲートライン及び第二ゲートライン
の何れか１つのゲートラインに接続され、前記ドレイン電極は、前記タッチラインに接続
され、前記圧力制御スイッチング素子は、それぞれ前記ソース電極と前記センサー電極に
接続され、且つ外部圧力の作用によって前記ソース電極と前記センサー電極を電気接続さ
せることを特徴とするタッチ液晶表示装置を提供する。
【０００９】
　前記目的を達成するため、本発明は、複数の画素ユニットを備え、画素ユニットは、共
通電極と、互いに平行し且つ間隔を有する第一ゲートライン及び第二ゲートラインと、互
いに平行し且つ間隔を有し、且つ前記ゲートラインに垂直するソースライン及びタッチラ
インと、分離して配置された第一トランジスター及び第二トランジスターと、接触電極と
、画素電極と、を備え、前記第一トランジスターのゲート電極は、前記第一ゲートライン
に接続され、前記第一トランジスターのソース電極は、前記ソースラインに接続され、前
記第一トランジスターのドレイン電極は、前記画素電極に接続され、前記第二トランジス
ターのゲート電極は、前記第一ゲートライン及び第二ゲートラインの何れか１つのゲート
ラインに接続され、前記第二トランジスターのドレイン電極は、前記タッチラインに接続
され、前記第二トランジスターのソース電極は、前記接触電極に接続され、前記共通電極
と前記接触電極は、互いに対向して配置し、且つ外部圧力の作用で互いに電気接続させる
タッチ液晶表示装置の駆動方法において、前記第一ゲートラインは走査されて、前記第一
トランジスターと第二トランジスターはオンされ、前記タッチラインは走査されて、タッ
チ信号を読み取り、前記タッチ信号の有効性を判断し、タッチ位置の座標を分析確定する
ことを特徴とするタッチ液晶表示装置の駆動方法を提供する。
【００１０】
　前記目的を達成するため、本発明は、複数の画素ユニットを備え、画素ユニットは、共
通電極と、互いに平行し且つ間隔を有する第一ゲートライン及び第二ゲートラインと、互
いに平行し且つ間隔を有し、且つ前記ゲートラインに垂直するソースライン及びタッチラ
インと、分離して配置された第一トランジスター及び第二トランジスターと、接触電極と
、画素電極と、を備え、前記第一トランジスターのゲート電極は、前記第一ゲートライン
に接続され、前記第一トランジスターのソース電極は、前記ソースラインに接続され、前
記第一トランジスターのドレイン電極は、前記画素電極に接続され、前記第二トランジス
ターのゲート電極は、前記第一ゲートライン及び第二ゲートラインの何れか１つのゲート
ラインに接続され、前記第二トランジスターのドレイン電極は、前記タッチラインに接続
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され、前記第二トランジスターのソース電極は、前記接触電極に接続され、前記共通電極
と前記接触電極は、互いに対向して配置し、且つ外部圧力の作用で互いに電気接続させる
タッチ液晶表示装置の駆動方法において、前記第一ゲートラインと前記第二ゲートライン
は順番に走査されて、前記第一トランジスターと第二トランジスターはそれぞれにオンさ
れ、前記タッチラインは走査されて、タッチ信号を読み取り、前記タッチ信号の有効性を
判断し、タッチ位置の座標を分析確定することを特徴とするタッチ液晶表示装置の駆動方
法を提供する。
【発明の効果】
【００１１】
　前記タッチ液晶表示装置は、センサー電極と、トランジスターと、タッチラインとが配
置され、従ってタッチ動作によって、前記接触電極は、前記共通電極の電圧信号を探測し
、且つ前記第二トランジスター及び前記タッチラインによって前記電圧信号を前記タッチ
ドライバーに伝送し、前記タッチドライバーは、前記タッチラインの電圧信号を分析する
と共にタッチ信号のタイミング信号を前記ゲートドライバーの走査タイミング信号と比べ
てタッチ位置の座標を確定する。前記タッチ液晶表示装置は、液晶表示装置の上にタッチ
パネルを積み重ねる必要がなく、自身でタッチ機能を実現でき、軽量薄型などの特性を有
するので、タッチ液晶表示装置の軽量薄型化方向に発展することに有利である。なお、前
記タッチ液晶表示装置は、タッチパネルと接着層等部品を使用しないので、光線はタッチ
パネルと接着層を透過する必要がなく、従って光線が吸収、屈折、反射及び干渉される不
良現象を減少して、前記タッチ液晶表示装置の光透過率と表示効果を効果的に高める。
【００１２】
　前記タッチ液晶表示装置の駆動方法において、ゲート信号と前記接触電極は探測した共
通電圧信号を利用してタッチ位置の座標を分析確定し、即ち液晶表示とタッチ定位を統一
の駆動方法に融合するので、駆動簡易、定位が正確であるなどの特性を持っている。
【図面の簡単な説明】
【００１３】
【図１】本発明の第１実施形態に係るタッチ液晶表示装置の回路構造を示す図である。
【図２】図１に示すタッチ液晶表示装置の何れか1つの画素ユニットの回路構造を示す拡
大図である。
【図３】図２に示す画素ユニットの平面構造を示す拡大図である。
【図４】図３の線IV－IVに沿った断面拡大図である。
【図５】図４に示すタッチ液晶表示装置の作業状態を示す図である。
【図６】図４に示すタッチ液晶表示装置の駆動方法を示すフローチャートである。
【図７】本発明の第２実施形態に係るタッチ液晶表示装置の何れか1つの画素ユニットの
回路構造を示す拡大図である。
【図８】図７に示す画素ユニットの平面構造を示す拡大図である。
【発明を実施するための形態】
【００１４】
　図１は、本発明の第１実施形態に係るタッチ液晶表示装置の回路構造を示す図である。
前記タッチ液晶表示装置１００は、ソースドライバー１０１と、ゲートドライバー１０２
と、タッチドライバー１０３と、それぞれ前記ソースドライバー１０１に接続された複数
のソースラインＤ１～Ｄｍと、それぞれ前記ゲートドライバー１０２に接続された複数の
ゲートラインＧ１～Ｇｎと、それぞれ前記タッチドライバー１０３に接続された複数のタ
ッチラインＳ１～Ｓｍと、を備える。前記複数のソースラインＤ１～Ｄｍは、互いに平行
し且つ間隔を有し、また第一方向に沿って延び、前記複数のゲートラインＧ１～Ｇｎは、
互いに平行し且つ間隔を有し、また前記第一方向に直交する第二方向に沿って延びるため
、前記複数のソースラインＤ１～Ｄｍと前記複数のゲートラインＧ１～Ｇｎによって、複
数の画素ユニット１０５を定義する。前記複数のタッチラインＳ１～Ｓｍの数量は、前記
複数のソースラインＤ１～Ｄｍの数量と同じであり、且つそれぞれ前記複数のソースライ
ンＤ１～Ｄｍと対応して隣り合って平行するように配置される。



(7) JP 2009-282520 A 2009.12.3

10

20

30

40

50

【００１５】
　図２は、図１に示すタッチ液晶表示装置１００の何れか1つの画素ユニット１０５の回
路構造を示す拡大図である。前記画素ユニット１０５に、第一トランジスター１６０と、
第二トランジスター１７０と、液晶容量Ｃｌｃと、蓄積容量Ｃｓｔ及び圧力制御スイッチ
ング素子Ｓｗが配置される。
【００１６】
　前記第一トランジスター１６０は、対応するソースラインＤｋ-１に電気接続してソー
ス信号を受信するソース電極１６１と、対応するゲートラインＧｉに電気接続してゲート
信号を受信するゲート電極１６２と、前記液晶容量Ｃｌｃ及び前記蓄積容量Ｃｓｔに電気
接続して前記液晶容量Ｃｌｃ及び前記蓄積容量Ｃｓｔの一端にソース信号を提供して画面
を表示するドレイン電極１６３と、を備える。前記液晶容量Ｃｌｃの他端は、１つの共通
電圧Ｖｃｏｍに電気接続され、前記蓄積容量Ｃｓｔの他端は、１つの蓄積電圧Ｖｓｔに電
気接続される。
【００１７】
　前記第二トランジスター１７０は、前記圧力制御スイッチング素子Ｓｗによってセンサ
ー電圧Ｖｓｅｎを受信するソース電極１７１と、対応するゲートラインＧｉに電気接続し
てゲート信号を受信するゲート電極１７２と、それに対応するタッチラインＳｋに電気接
続するドレイン電極１７３と、を備える。前記圧力制御スイッチング素子Ｓｗは、圧力制
御スイッチング素子であるため、前記圧力制御スイッチング素子Ｓｗに圧力を加えない時
、前記圧力制御スイッチング素子Ｓｗはオフ状態であるが、前記圧力制御スイッチング素
子Ｓｗに圧力を加えると、前記圧力制御スイッチング素子Ｓｗはオン状態になって、前記
センサー電圧Ｖｓｅｎが前記圧力制御スイッチング素子Ｓｗによって前記第二トランジス
ター１７０のソース電極１７１に印加される。
【００１８】
　図３～図４を一緒に参照すると、図３は、図２に示す画素ユニット１０５の平面構造を
示す拡大図である。図４は、図３の線IV－IVに沿った断面拡大図である。前記タッチ液晶
表示装置１００は、互いに対向配置された第一基板１１０及び第二基板１２０と、前記第
一基板１１０と第二基板１２０との間に配置された液晶層１３０と、を更に備える。
【００１９】
　前記第一基板１１０は、透明ガラス基板である。前記ソースラインＤｋ-１，Ｄｋと、
前記ゲートラインＧｉ-１，Ｇｉ及び前記タッチラインＳｋは、皆前記第一基板１１０の
前記液晶層１３０側に配置される。前記第一トランジスター１６０は、前記ソースライン
Ｄｋ-１と前記ゲートラインＧｉが絶縁的に交差する箇所に隣接するように配置される。
前記第二トランジスター１７０は、前記ゲートラインＧｉと前記タッチラインＳｋの絶縁
的に交差する箇所に隣接するように配置される。前記画素ユニット１０５に、画素電極１
１５及び接触電極１１６が設置される。前記画素電極１１５は、面積が大きいため、前記
画素ユニット１０５の大部分の面積を占拠し、且つ前記第一トランジスター１６０のドレ
イン電極１６３に電気接続される。前記接触電極１１６は、面積が小さく、前記第二トラ
ンジスター１７０のソース電極１７１に対応する位置に配置され、且つ前記ソース電極１
７１に電気接続される。
【００２０】
　前記第二基板１２０は、弾性透明基板であるため、外力の作用によって曲がって変形す
ることができる。前記第二基板１２０の前記液晶層１３０側に順次にカラーフィルター（
Ｃｏｌｏｒ　Ｆｉｌｔｅｒ）１２１と、平坦化層１２２及び共通電極１２３が積み重ねて
配置される。前記カラーフィルター１２１は、Ｒ、Ｇ、Ｂなどの複数のフィルター・ユニ
ットを備え、カラー表示を実現させる。前記共通電極１２３は、透明導電材質で製造し、
外界から共通電圧Ｖｃｏｍを入力される。
【００２１】
　前記第一トランジスター１６０のゲート電極１６２と前記第二トランジスター１７０の
ゲート電極１７２は、皆前記第一基板１１０の上に配置される。前記第一基板１１０の暴
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露表面、前記第一トランジスター１６０のゲート電極１６２及び前記第二トランジスター
１７０のゲート電極１７２は、第一絶縁層１１１に覆われる。第一半導体層１６６と第二
半導体層１７６は、別々に前記ゲート電極１６２及び前記ゲート電極１７２に対応する前
記第一絶縁層１１１の上に配置されて、伝導チャネル（Ｃｏｎｄｕｃｔｉｎｇ　Ｃｈａｎ
ｎｅｌ）を形成する。前記第一トランジスター１６０のソース電極１６１とドレイン電極
１６３は、前記第一半導体層１６６の上に分離して配置され、前記第二トランジスター１
７０のソース電極１７１とドレイン電極１７３は、前記第二半導体層１７６の上に分離し
て配置される。前記第一トランジスター１６０のソース電極１６１及びドレイン電極１６
３と、前記第二トランジスター１７０のソース電極１７１及びドレイン電極１７３と、前
記第一絶縁層１１１の暴露表面は、第二絶縁層１１２に覆われる。
【００２２】
　前記第二絶縁層１１２の前記ドレイン電極１６３に対応する区域に１つの第一窓口１６
５が配置される。前記画素電極１１５は、前記第二絶縁層１１２の上に配置され、且つ前
記第一窓口１６５を通じて前記第一トランジスター１６０のドレイン電極１６３に電気接
続される。前記画素電極１１５と、前記画素電極１１５に対応する共通電極１２３及び前
記二者の間の液晶層１３０が一緒に液晶容量Ｃｌｃを形成する。１つの突起１７８が前記
第二絶縁層１１２の上に前記ソース電極１７１に対応して配置され、且つ前記第二基板１
２０の上の共通電極１２３と一定距離を保持する。１つの第二窓口１７５は、前記突起１
７８と前記第二絶縁層１１２を貫通する。前記接触電極１１６は、前記突起１７８の上に
配置され、前記第二窓口１７５を通じて前記ソース電極１７１に電気接続し、且つ前記第
二基板１２０の上の共通電極１２３と微小な距離ｄを保持する。前記接触電極１１６と前
記共通電極１２３が一緒に前記圧力制御スイッチング素子Ｓｗを定義する。前記圧力制御
スイッチング素子Ｓｗの一端が前記共通電極１２３であり、且つ前記共通電極１２３が共
通電圧Ｖｃｏｍに接続するので、図２に示すセンサー電圧Ｖｓｅｎの電圧値は前記共通電
圧Ｖｃｏｍの電圧値と同じである。
【００２３】
　図５は、図４に示すタッチ液晶表示装置１００の作動状態を示す図である。前記タッチ
液晶表示装置１００の第二基板１２０に圧力を加えない時、前記第二基板１２０の上の共
通電極１２３と前記接触電極１１６との間の距離ｄが変化せず、従って前記共通電極１２
３と前記接触電極１１６が電気接続されなく、即ち前記圧力制御スイッチング素子Ｓｗが
オフ状態である。フィンガー（又はタッチペン）１９０で前記第二基板１２０に適量の圧
力を加える時、前記第二基板１２０は、前記接触電極１１６に向かって曲げられて前記接
触電極１１６に接触するため、前記共通電極１２３が前記接触電極１１６に電気接続され
、即ち前記圧力制御スイッチング素子Ｓｗがオン状態になる。前記接触電極１１６は、共
通電圧Ｖｃｏｍを探測して、且つ前記圧力制御スイッチング素子Ｓｗによって前記共通電
圧Ｖｃｏｍを前記第二トランジスター１７０のソース電極１７１に印加する。以上は、前
記圧力制御スイッチング素子Ｓｗのオン/オフ状態の等価操作原理である。
【００２４】
　図６は、前記タッチ液晶表示装置１００の駆動方法を示すフローチャートである。前記
タッチ液晶表示装置１００の駆動方法は、以下のステップを備える。以下、図２～図４に
示す画素ユニット１０５に基づいて前記タッチ液晶表示装置１００の駆動方法を具体に説
明する。
【００２５】
　ステップＳ１：ゲート信号を入力する。前記ゲートドライバー１０２は、ゲート駆動信
号を出力して、前記複数のゲートラインＧ１～Ｇｎを順番にスキャンする。前記ゲート駆
動信号は、前記ゲートラインＧｉによって前記第一トランジスター１６０のゲート電極１
６２と前記第二トランジスター１７０のゲート電極１７２に印加され、前記第一トランジ
スター１６０及び前記第二トランジスター１７０が同時にオンする。
【００２６】
　ステップＳ２：ソース信号を入力する。前記ソースドライバー１０１は、ソース駆動信
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号を出力して前記ソースラインＤｋ-１に印加する。前記第一トランジスター１６０がオ
ン状態であるので、前記ソース信号は、前記ソースラインＤｋ-１と前記第一トランジス
ター１６０によって前記画素電極１１５に印加され、従って前記液晶容量Ｃｌｃと蓄積容
量Ｃｓｔに充電して画面を表示する。
【００２７】
　ステップＳ３：タッチ信号を読み取る。前記第二トランジスター１７０がオン状態であ
る時、前記画素ユニット１０５に対応する位置に圧力を加えると、前記共通電極１２３が
前記接触電極１１６に接触され、前記接触電極１１６は、前記共通電極１２３の共通電圧
Ｖｃｏｍを探測し、且つ前記第二トランジスター１７０によって前記共通電圧Ｖｃｏｍを
前記タッチラインＳｋに伝送する。前記タッチドライバー１０３は、前記タッチラインＳ
ｋから前記共通電圧信号を読み取り、即ちタッチ信号を読み取ってタッチ位置を分析する
。前記画素ユニット１０５に対応する位置に圧力を加えない時、前記共通電極１２３と前
記接触電極１１６が電気接続されなく、従って前記タッチドライバー１０３にタッチ信号
が伝送されない。
【００２８】
　Ｓ４ステップＳ４：タッチ信号の有効性を判断する。前記タッチ液晶表示装置１００内
部の電子部品の間及び電子信号の間の干渉によって、前記共通電極１２３と前記接触電極
１１６は、カップリング電流又はカップリング電圧などの雑音信号による妨害を受けると
共に、前記雑音信号は前記正常なタッチ信号と一緒に前記タッチドライバー１０３に読み
取られる。前記タッチドライバー１０３は、電気信号の性質（例えば電圧、電流の大小で
ある）に基づいて、前記タッチ信号が有効信号であるかどうかを判断する。前記タッチ信
号が有効信号である場合、フォローアップ座標設定を分析する。前記タッチ信号が無効信
号である場合、フォローアップ座標設定を分析しなく、ステップＳ１に戻る。
【００２９】
　ステップＳ５：タッチ座標を分析確定する。前記タッチ信号が有効信号であることを確
定すれば、前記タッチドライバー１０３は、前記タッチ信号に基づいてタッチ位置の座標
を分析確定する。図２に示すデカルト座標系において、前記ゲートラインＧ１～Ｇｎは、
座標系のＸ軸に平行し、前記ゲートラインＧ１～Ｇｎが対応したＹ軸座標は、別々にＹ１
～Ｙｎであり、前記複数のタッチラインＳ１～Ｓｍは、座標系のＹ軸に平行し、前記複数
のタッチラインＳ１～Ｓｍが対応したＸ軸座標は、別々にＸ１～Ｘｍである。前記タッチ
ドライバー１０３は、前記タッチラインＳｋからタッチ信号を読み取れば、タッチ位置の
Ｘ軸座標がＸｋであることを確定する。前記第二トランジスター１７０が走査されなけれ
ば、前記タッチドライバー１０３は、前記タッチラインＳｋからタッチ信号を読み取るこ
とができない。前記タッチドライバー１０３は、受信したタッチ信号のタイミング信号を
前記ゲートドライバー１０２の走査タイミング信号と比べて、目前に走査されるゲートラ
インＧｉを識別し、前記ゲートラインＧｉに対応したＹ軸座標Ｙｉがタッチ位置のＹ軸座
標であり、従って前記タッチ位置の軸座が（Ｘｋ、Ｙｉ）であることを確定する。
【００３０】
　ステップＳ６：タッチ位置の座標を出力する。前記タッチドライバー１０３は、タッチ
位置の座標（Ｘｋ、Ｙｉ）を出力し、前記タッチ液晶表示装置１００は、タッチ位置の座
標（Ｘｋ、Ｙｉ）に基づいて、相応の操作を行う。
【００３１】
　前記タッチ液晶表示装置１００は、従来の液晶表示装置の内部に、前記接触電極１１６
、前記第二トランジスター１７０及び前記タッチラインＳ１～Ｓｍを配置し、タッチ動作
によって、前記接触電極１１６は、前記共通電極１２３の電圧信号を探測し、且つ前記第
二トランジスター１７０及び前記タッチラインＳ１～Ｓｍによって前記電圧信号を前記タ
ッチドライバー１０３に伝送し、前記タッチドライバー１０３は、前記タッチラインＳ１
～Ｓｍの電圧信号を分析すると共にタッチ信号のタイミング信号を前記ゲートドライバー
１０２の走査タイミング信号と比べてタッチ位置の座標を確定する。前記タッチ液晶表示
装置１００は、液晶表示装置の上にタッチパネルを積み重ねる必要がなく、自身でタッチ
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機能を実現でき、軽量薄型などの特性を有するので、タッチ液晶表示装置の軽量薄型化方
向に発展することに有利である。なお、前記タッチ液晶表示装置１００は、タッチパネル
と接着層などの部品を使用しないので、光線はタッチパネルと接着層を透過する必要がな
く、従って光線が吸収、屈折、反射及び干渉される不良現象を減少して、前記タッチ液晶
表示装置１００の光透過率と表示効果を効果的に高める。
【００３２】
　前記タッチ液晶表示装置１００の駆動方法において、ゲート信号と前記接触電極１１６
が探測した共通電圧信号を利用してタッチ位置の座標を分析確定し、即ち液晶表示とタッ
チ定位を統一の駆動方法に融合するので、駆動が簡単であって、定位が正確であるなどの
特性を持っている。
【００３３】
 前記実施形態において、図２に示すセンサー電圧Ｖｓｅｎの電圧値は、前記共通電圧Ｖ
ｃｏｍの電圧値と同じである。即ち、前記第二基板１２０の全面に共通電極１２３を配置
して、画面が表示すること及びタッチ定位することに皆前記共通電極１２３（図４に示す
）を用いる。上述の構造は、次の通り変形することができる。具体的には、共通電極とセ
ンサー電極を前記第二基板１２０の上に配置して、別々に画面を表示すること及びタッチ
定位することに用いられる。
【００３４】
　図７～図８を一緒に参照すると、図７は、本発明の第２実施形態に係るタッチ液晶表示
装置の何れか1つの画素ユニットの回路構造を示す拡大図である。図８は、図７に示す画
素ユニットの平面構造を示す拡大図である。本実施形態に係るタッチ液晶表示装置の構造
は、第１実施形態に係るタッチ液晶表示装置１００の構造と類似するが、異なったのは、
本実施形態のタッチ液晶表示装置２００において、第二トランジスター２７０の位置を変
更するが、第一トランジスター２６０の位置を変更しない。前記第二トランジスター２７
０は、前記ゲートラインＧｉ-１と前記タッチラインＳｋの絶縁的に交差する箇所に隣接
するように配置され、そのゲート電極２７２は、対応したゲートラインＧｉ-１に接続さ
れる。前記ゲートラインＧｉ-１がゲート信号を受信する時、前記第二トランジスター２
７０がオンされて、対応位置のタッチ信号を探測して、タッチ位置の座標を分析確定する
。前記ゲートラインＧｉがゲート信号を受信する時、前記第一トランジスター２６０がオ
ンされて、表示機能を実現できる。
【００３５】
　本発明の第２実施形態に係わるタッチ液晶表示装置２００の第一トランジスター２６０
と第二トランジスター２７０は、別々にゲートラインＧｉ，Ｇｉ-１からそのオン/オフを
制御するので、前記第一トランジスター２６０と前記第二トランジスター２７０との間の
オン/オフ干渉を減少し、前記タッチ液晶表示装置２００のタッチ定位の正確性と安定性
を増加する。
【符号の説明】
【００３６】
　　１００、２００　　　　　　　　　　タッチ液晶表示装置
　　１０１　　　　　　　　　　　　　　ソースドライバー
　　１０２　　　　　　　　　　　　　　ゲートドライバー
　　１０３　　　　　　　　　　　　　　タッチドライバー
　　１０５　　　　　　　　　　　　　　画素ユニット
　　１１０　　　　　　　　　　　　　　第一基板
　　１１１　　　　　　　　　　　　　　第一絶縁層
　　１１２　　　　　　　　　　　　　　第二絶縁層
　　１１５　　　　　　　　　　　　　　画素電極
　　１１６　　　　　　　　　　　　　　接触電極
　　１２０　　　　　　　　　　　　　　第二基板
　　１２１　　　　　　　　　　　　　　カラーフィルター
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　　１２２　　　　　　　　　　　　　　平坦化層
　　１２３　　　　　　　　　　　　　　共通電極
　　１３０　　　　　　　　　　　　　　液晶層
　　１６０、２６０　　　　　　　　　　第一トランジスター
　　１６１、１７１　　　　　　　　　　ソース電極
　　１６３、１７３　　　　　　　　　　ドレイン電極
　　１６５、１７５　　　　　　　　　　第一窓口
　　１６６、１７６　　　　　　　　　　第一半導体層
　　１７０、２７０　　　　　　　　　　第二トランジスター
　　１７８　　　　　　　　　　　　　　突起
　　１６２、１７２、２６２、２７２　　ゲート電極
　　１９０　　　　　　　　　　　　　　フィンガー
　　Ｄ１～Ｄｍ　　　　　　　　　　　　ソースライン
　　Ｇ１～Ｇｎ　　　　　　　　　　　　ゲートライン
　　Ｓ１～Ｓｍ　　　　　　　　　　　　タッチライン
　　Ｓｗ　　　　　　　　　　　　　　　圧力制御スイッチング素子

【図１】 【図２】

【図３】
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